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3.1 電話を使う
本機は、通常の携帯電話と同じように、電話の発信、着信、通話履歴の確認、SMS
の送受信などを行うことができます。また、連絡先から直接ダイヤルしたり、電
話帳を EM chip（USIMカード）から本機の連絡先にコピーしたりすることもで
きます。

電話画面
電話画面では通話履歴、スピードダイヤル、電話設定などの機能を使用できます。
電話画面は、ホーム画面表示中に通話ボタンを押すと表示されます。

暗証番号 (PIN) の入力
EM chipには、第三者による無断使用を防ぐため、「PINコード」という暗証番号
が設定されています。お買い上げ時には、「9999」に設定されています。

1. 本機の電源を入れたときに PIN コードを入力する画面が表示されたら、
暗証番号 (PIN) を入力します。

2. [完了]を押します。

通話ボタン
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電話機能をオン/オフする
航空機内や医療機関の中などで携帯電話の電源を切らなければならない場合があ
ります。
次のいずれかの方法で本機の通信機能をオフにします。
● [スタート] > [Comm Manager] を選択します。
Comm Manager の画面で [通話] を選んでEnterボタンを押し、電話機能を
オフにします。電話機能をオンにするには、再度 Comm Manager 画面で [通
話]を選択します。

●Comm Manager で [フライト モード] をオンにします。フライトモードで
は、電話機能、Bluetooth を含むすべてのワイヤレス機能が無効となります。
電話機能をオンにするには、再度Comm Managerを開いて[フライト モード]を
オフにします。これで フライトモードがオンになる前の状態に戻ります。

注意
･ PINコードの入力を3 回連続して間違えるとPINロック状態になります。この場
合、PINロック解除コードを入力してロックを解除する必要があります。
･「PINロック解除コード」については、お問い合わせ先（P.277） までご連絡く
ださい。
･ PINロック解除画面でPINロック解除コードと新しいPINコードを入力すると、
PINロックを解除することができます。
･ PINロック解除コードを10回連続で間違えるとロック解除ができなくなります。
この場合、有償でEM chip を再発行する必要がありますので、ご了承ください。

注意
･ 医療機関や高精度な電子機器のある場所など、電源を切ったり持ち込みを禁止す
る指示のある場所ではその指示に従ってください。
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3.2 電話をかける
本機では、電話画面、連絡先、スピードダイヤル、通話履歴から発信することが
できます。

電話画面から発信する
1. 通話ボタンを押します。
2. ダイヤルキーから電話番号を入力し、通話ボタンを押します。

3. 電話を切るときは、終了ボタンを押します。

ヒント
･ 間違った番号を入力した場合は、戻るボタン を押すと番号が1桁ずつ消去されま
す。戻るボタンを長押しすると、番号全体が消去されます。
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連絡先から発信する
ホーム画面で[連絡先] を押し、次のいずれかの方法で発信します。
●ナビゲーションコントロールの上下ボタンを使って連絡先を選択し、通話ボタ
ンを押します。

●連絡先で相手を選択し、かけたい電話番号を選んで[ダイヤル]を押します。

緊急電話番号へ発信する
●緊急電話番号 （110、119 、118 ） を入力し、通話ボタンを押します。

災害用伝言ダイヤルへの発信
●災害用伝言ダイヤル番号（171）を入力し、通話ボタンを押します。

通話履歴から発信する
1. [スタート] > [通話履歴] を選択します。
2. 通話履歴のすべての通話を確認することもできますが、[メニュー ] > 

[フィルタ] から通話履歴を種類別に表示することができます。

3. 連絡先または電話番号を選択し、[ダイヤル] を押してください。

ヒント
･ 連絡先に複数の電話番号が登録されている場合は、ナビゲーションコントロール
の左右ボタンを使って、発信先を選択することができます。
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スピードダイヤルから発信する
スピードダイヤルは、よくかける連絡先を1～9の数字キー長押しに割り当てる
機能です。たとえば、ある連絡先をスピードダイヤル番号2に設定した場合、ホー
ム画面表示中に数字キーの2を長押しするだけで、この連絡先に電話をかけるこ
とができます。スピードダイヤルを登録する場合、まず目的の番号を連絡先に保
存しておく必要があります。

スピードダイヤルを登録する
1. [連絡先] を押します。
2. 連絡先を選択します。スピードダイヤルに追加する番号を選んで[メ

ニュー ] > [スピードダイヤルに追加]を選択します。

3. スピードダイヤル番号やボイスタグを割り当てます。
4. [完了] を押します。

注意
･ スピードダイヤル番号1は留守番電話用に割り当てられています。特に指定しな
いと、スピードダイヤル番号2から順に割り当てられます。すでにスピードダイ
ヤルが設定されている番号に別の電話番号を割り当てると、新しい番号が有効と
なり、元の電話番号は自動的に上書きされます。

ヒント
･ スピードダイヤルを削除するには、[スタート] > [スピードダイヤル] を選択し、
一覧で削除したいスピードダイヤルを選んで[メニュー] > [削除] を選択します。
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SIM マネージャから発信する
SIM マネージャの画面では、EM chip（USIMカード）に保存された連絡先を表
示したり、EM chipの連絡先のアイテムを本機の連絡先にコピーしたり、EM chip
から通話を発信することができます。

EM chip の連絡先に発信する
1. [スタート] > [アクセサリ] > [SIM マネージャ ]を選択します。

EM chipの内容を表示するまで、しばらくお待ちください。

2. 電話をかける相手を選択し、[メニュー ] > [ダイヤル] を選択します。
SIMマネージャの詳細については、「6.3 SIM マネージャ」（P.113）をご覧くだ
さい。

日本国内から国際電話をかける
「イー・モバイル国際電話」サービスを利用して、日本国内から国際電話をかける
ことができます。特別な手続きは必要ありません。

1. 通話ボタンを押します。
2. 電話画面で 010→国番号→相手先番号※の順に入力し、通話ボタンを

押します。
※市外局番が「0」で始まる場合、「0」を除いてダイヤルしてください。（一部の
国・地域を除く）

ヒント
･ イー・モバイル国際電話のサービス詳細については、イー・モバイルのホーム
ページにてご確認ください。
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3.3 電話を受ける
着信に応答する
●応答する場合は、通話ボタンを押します。
● [サイレント]を押すと、着信音の鳴動が止まります。その後で通話ボタンを押
して応答できます。

●すぐに応答できない場合は、[転送]を押して、あらかじめ指定されている転送
先に電話を転送できます。

通話を終了する
通話中に終了ボタンを押すと電話を切ることができます。

通話履歴を確認する
不在着信があると、タイトルバーに不在着信アイコン（ ）が表示されます。次
のいずれかの方法で不在着信を確認してください。
●ホーム画面で [不在着信通知] を選択します。
● [スタート] > [通話履歴] を選択し、通話履歴一覧から不在着信を確認します。

通話中に他の着信を受ける(別途当社のオプションサービス※への
加入が必要です) ※割込通話サービス（P.244）
通話中に他の着信があった場合、この着信を転送するか、今の通話を保留にし、着
信に応答することができます。着信に応答した場合、保留中の相手と通話中の相
手を切り替えることもできます。

1. 通話中に別の着信に応答するには、［応答］ を押します。最初の通話は保
留になります。

2. 応答した通話を終了して最初の通話に戻るには、終了ボタンを押します。

ヒント
･ ご契約時の初期設定では、[転送]を押したときの転送先として「留守番電話サー
ビス」が設定されています。（P.246）
･ 着信時は、かけてきた相手の名前（連絡先に登録されている場合）または電話番
号が表示されます。ただし、番号非通知設定の相手からの着信時は「プライベー
ト」と表示されます。
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2つの通話を切り替える(別途当社のオプションサービス※への加入
が必要です) ※割込通話サービス（P.244）
●通話中に [メニュー ] > [切り替え] を選択します。

スピーカーフォンをオン/オフにする
スピーカーフォンを利用すると、ハンズフリーで通話したり、他の人に通話内容
を聞かせることができます。
●通話中にナビゲーションコントロールの上ボタンを押します。スピーカーフォ
ンがオンになると、スピーカーフォンアイコンが から に変わりま
す。

●スピーカーフォンをオフにするには、もう一度 ナビゲーションコントロールの
上ボタンを押してください。

通話をミュートする
通話中にマイクをオフにし、相手の声はそのままにして、自分の声が相手に聞こ
えないようにすることができます。
●通話中にナビゲーションコントロールの下ボタンを押します。マイクがオフに
なると、ミュートアイコンが から に変わります。

●マイクをオンにするには、もう一度ナビゲーションコントロールの下ボタンを
押してください。

警告
･ スピーカーフォンがオンになっているときには、本機を耳に当てないでください。

ヒント
･ [メニュー ] > [スピーカーフォンをオン] ／ [スピーカーフォンをオフ]を選択
しても、スピーカーフォンのオン／オフを切り替えることができます。

ヒント
･ [メニュー ] > [ミュート] ／ [ミュート解除]を選択しても、マイクのオン／オ
フを切り替えることができます。
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3.4 スマートダイヤル
スマートダイヤル機能により、電話番号や相手の名前を入力していくにつれて、自
動的にEM chipや連絡先、通話履歴の中の該当する候補が絞り込まれていきます。
表示された候補の中から選択してダイヤルできます。

スマートダイヤルの使用に関するヒント
スマートダイヤル機能は、入力された順に該当する電話番号や連絡先を検索しま
す。すばやく電話番号や連絡先を見つけるには、以下のヒントを参考にしてくだ
さい。

電話番号を見つけるには
電話番号を順番に入力していきます。該当する電話番号が表示されたら、選択し
てダイヤルします。

連絡先の名前を見つけるには
ダイヤルキーから名や姓の最初のアルファベットを入力すると、該当する連絡先
の名前を検索します（名前に含まれるスペース、ハイフン、アンダースコアに続
く文字も検索します）。たとえば、ダイヤルキーの2を押した場合、「a」、「b」、
「c」で始まる名や姓が検出されます。
さらに絞り込みたい場合は、次のアルファベットを選択します。

スマートダイ
ヤルパネル
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スマートダイヤルを使った通話発信やSMS送信
1. 通話ボタンを押して電話画面を表示します。
2. 最初の何桁かの数字または文字を入力します。

該当する連絡先や電話番号がスマートダイヤルパネルに表示されます。

3. ナビゲーションコントロールの上下ボタンを使って連絡先または電話
番号を選んで通話ボタンを押します。
･ ナビゲーションコントロールの左右ボタンを押すと、その連絡先に登録されてい
る電話番号が順番に表示されます。電話番号を選択して通話発信したり、SMS
を送信したりできます。
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3.5 海外で電話をかける
本機を海外で使用中に電話をかけるときは、以下の操作を行います。
●滞在中の国や地域によっては、あらかじめ接続先のネットワークを設定する必
要があります。詳細については、「国際ローミング時のネットワーク設定」
（P.247）をご覧ください。

滞在国から日本や滞在国以外に電話をかける
1. 通話ボタンを押します。
2. 電話画面で を1秒以上押して「+」を入力します。

3. 国番号→相手先番号※の順に入力し、通話ボタンを押します。
※市外局番が「0」で始まる場合は、「0」を除いてダイヤルしてください。（一部
の国・地域を除く）

滞在国内の一般電話／携帯電話に電話をかける
日本国内にいるときと同様に、相手の電話番号をダイヤルするだけで電話をかけ
られます。国番号の入力や、市外局番の先頭の「0」を除いたりする必要はありま
せん。

1. 通話ボタンを押します。
2. 電話画面で相手先番号を入力し、通話ボタンを押します。

ヒント
･ 国際ローミングのサービス詳細については、イー・モバイルのホームページにて
ご確認ください。


	電話機能の使い方
	3.1 電話を使う
	3.2 電話をかける
	3.3 電話を受ける
	3.4 スマートダイヤル
	3.5 海外で電話をかける



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




